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オオムラサキの観察会　21日（土）桜谷先生が指導　
この日は午後からオオムラサキの観察が行われ、飛翔するところが二度三度と皆さんが確認されました。冬の観察会以後エノキ林の藤蔓を切断しておき春の新芽を出させないように対策を行いました。これで安心としていましたが、昨年と同様にエノキの新芽が出るころにマイマイガの大量発生が起こり、コナラやクヌギの新芽が食い荒らされ一枚も新しい葉が見られない枯れ木のような状態が繰り返されました。そしてエノキを食草とするテングチョウがこれまた大量発生していました。この悪条件でオオムラサキが出現してくれるのかと心配していました。ところが21日の観察会ではなんと数回飛翔する姿を確認しました。時期としては発生初期の段階でしたので、ほとんど大丈夫と安堵しました。この29日ごろが最盛期ではないかと予想しています。みなさんのご期待に応えて出現してくれるものと思います。この日は同志社大学の小林慧人君も参加してくれてともに確認してくれました。
29日の観察会は10時に普賢寺小学校替えに集合して、これまで数多く確認してきたルートをたどります。そして里山農園でも出現を待とうと身構えます。切り開いた見通しのいいところにフィールド・スコープを据え付けて蝶類の仲間で最も美しいといわれているオオムラサキに出会えるようにしたいと思います。金田さんは昨年と同様にバナナやパイナップルの切り身をコナラやクヌギに取り付け、樹液に似せようと懸命に知恵を絞っていただいています。また小泉さんや森島さんは、待ち続けられるようと青竹のベンチを据え付けて休憩しながら観察できるように椅子も作り上げていただきました。ぜひ多くの方々のご参加をお待ちしています。他地域では養殖されておられる場所も人もおられるようですが、京田辺市では人工の手が加わらない自然環境の中でオオムラサキの確認を一緒に行えるのは素晴らしいことです。このチャンスをいかしてください。お待ちしています。
木津川親子で遊ぼう・学ぼう・魚とり　22日　　
37組で子ども106人大人76人の参加がありました。
前日準備日は、当初雨天だとのことでしたが、実際には雨は降りませんでした。低気圧の接近があってかなり強い風が木津川の河川敷に吹き付けてきました。明日は雨天間違いなしとのことで、水辺の傍にテントを張る計画でしたが、傾斜がきついので、足の下の平地に移すことにして、さっそく草刈から準備の仕切り直しとなり、オオムラサキ観察会は皆さんにお任せして、主力でテント張りを試行しました。予想以上の風が吹き付けなかなか思うようにはかどりませんでした。幾度も風に吹き飛ばされそうになり、また張り上げたブルーシートが浮き上がるのを防止するのに四苦八苦の繰り返しでした。やっと形に収まったのは16時を過ぎていました。それにもまして常だったら十分脇水の流れる支流があるのですが、高山ダムの貯水量が少なく放流は発電用の水量なので、どんどん水位が低下して干しあがっています、15日の日曜日には福井さんが水路の掘削に挑戦いただきましたが、翌日には水を呼び込むことにはなっていません。火曜日と水曜日には急遽里山の会の会議が終了した後に、無理をお願いして導水路の掘削に出かけていただきました。約50ｍの導水路堤防を作り、干しあがっている高い場所を掘り返し水が流れるように掘削も行いました。河原は砂ばかりかと予想していましたが、小石などが随分あって、なかなか川床を掘り下げる作業は進めることができませんでした。約2時間悪戦苦闘して50ｍの導水路の仮設が出来上り、掘削場所も30ｍほど掘り下げることができて、無事に水を引き込むことができました。
当日の午前6時はスタッフ用の弁当の予約時間なので深田理事長から注文予約が行われました。雨の中水質調査用机8台分の運びこみを行い、会場地の現状確認、7時ごろには携帯が鳴り始め、決行か中止かの問合せがひっきりなしになりました。8時には川の学校の皆さんが集合、レンジャー旗の組立が行われました。直接来ていただいた皆さんは河川敷で大型ブルーシート（10ｍ×10ｍ）のテント立てが行われました。いずれも激しい雨の中の作業でした。運びこんだ簡易テントの総合受付所、河川敷の安全監視のための簡易テントの建て込みなどが順次行われ、魚とり場所の現地確認も行われました。時間がどんどん過ぎて、9時30頃にはかなりの参加者が集合されました。受付と同時にライフジャケットの着用では、予想以上の参加者があって、ジャケットが不足するという事態もあり、かなり手間取りました。開会セレモニーもそこそこに10時には魚とりが始まりました。プログラム通りに進行せず、雨天の中のことだからと少しの休憩を挟んで約50分間の魚とりを実行、終わりごろに投網の模擬試行も行って魚とりの方法を見学しました。時間が押しせまる中11時過ぎに水質調査を行って、木津川の水質はもう少し良くなれば随分環境が変化するところに到達していることがわかりました。学生レンジャーの北野大輔さんから魚クイズとしてナマズについて質問と解説がありました。小林慧人さんから人の足の下に微生物は何匹が生育しているのだろうと質問があり、生き物はずっとずっと数多くが生きる地球だとの話があり、皆さんうなずいていました。12時15分ごろの集合写真の撮影時刻には雨もやみ、少し気分が晴々するようでした。お土産に木津川読本と木津川漁協からのファイルが手渡されました。午後3時にはすっかり後始末が終了しました。

里山農園から　
夏野菜の収穫が始まっています。今年はきゅうりの生育状況が性急で、一日置いておくとものすごく速く大きくなります。またなり具合も激しくドンドン結実しています。多くの皆さんのご購入をお待ちしています。格安でお分けしています。（里山事務所前に出店有り）
玉ねぎももう少し販売が可能です。完売が目前に迫っています。大至急ご注文ください。4個一束でお分けしています。
